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第5回日本心臓血管麻酔学会学術大会・総会

野村 実＊

　第5回日本心臓血管麻酔学会学術大会・総会

（5th　A皿ual　Meeting　of　The　Japanese　Society　of

Cardiovascular　Anesthesiologists）は，2000年9月

15日（金）・16日（土）国立循環器病センター手術

部長，畔　政和先生を会長として千里ライフサイ

エンスセンターで行なわれた．プログラムとして，

特別講演にはコロンビア大学St　Luke‘s　Hospital

CenterのDaniel　M　Thys教授が経食道心エコーの

心臓麻酔におけるclinical　decision　maldngについ

て発表された．アメリカでは心臓麻酔医が術中診

断医として活躍していることがあらためて認識さ

れた．薬食道心エコーの分野の発展は著しく，こ

の領域を推進してきた学会としては最適な講演で

あった．ほかに，小児心臓麻酔のモニターについ

てなどの各種シンポジウムがもりだくさんに組ま

れていたが，いずれも焦点がしっかり絞られてい

て，一般演題も含めて討論が盛んに行われて，会

場は熱気にあふれていた．参加者は600名近くに

のぼり，正会員1000名のなかで60％ちかくの麻酔

科医が参加する活動的な学会であった．

　ワークショップは，非心臓手術の術前評価と予

後，小児心臓手術におけるモニタリング，破裂性

腹部大動脈瘤の管理，人工心肺管理の実際など即

戦力的な臨床のup　to　dateの話題が多く，大変参

考になった．演者に若手の先生が多く，経験豊富

な司会の先生とうまく調和が取れ，また循環器内

科医や心臓外科医のコメンテーターも多く，手術

手技と密接な関係がある心臓麻酔学会ならではの

素晴らしい企画であった．

　また，ディベートとして，心臓手術のフェンタ

ニールは少なくてよいか，虚血性心疾患の人工心

＊東京女子医科大学医学部麻酔科学教室　日本心臓血管麻

酔学会事務局長

肺離脱時にカテコーラミンは使うべきか，低体温

か常温体外循環か，虚血性心疾患合併患者の麻酔

導入法として何が適切か，早期抜管早期覚醒は良

いのかなどがとりあげられた，会長より，〈2手

に分かれ自己のデータもしくは文献により討論を

します．演者は最後まで自説を曲げないで討論を

楽しむことを原則とします〉という指示が各演者

に出され，活発な討論が行われた．このような新

しい試みは会員を刺激するいい機会であった．欧

米とは異なり，演者がまだこの方式に不慣れな点

も見受けられたが，ある種の演技？も行いながら

いかに会員にインパクトを与えていくかという意

味で，今後このような企画がふえることを期待す

る，

　教育講演としては，循環器領域に長年の経験が

ある畔先生の豊富な人脈を生かし，循環器疾患の

画像診断，不整脈の外科手術，心筋保護など豊富

な内容であったが，2日の学会ではとても収めき

れないのが残念であった．また，今回の試みとし

てエコー症例検討会のビデオによる応募症例の検

討会があり，従来の心エコーセミナーとともに充

実していた．Computer　presentationも多く見受け

られ，特に心エコーなどの動画による講演は楽し

く興味が湧き，来年以降もこのような傾向は加速

されると思われる．

　第1回から行われている経食道心エコーWork－

shop（TEE　Workshop）は今回は循環器病センター

の麻酔科医，内科医，外科医を含めた豊富な人材

と日本心臓血管麻酔学会の経回道心エコー委員会

の合同で行われ，名実ともにhigh　gradeなWork－

shopとなった．ただ，胸壁心エコーの部分も多

く，会員のアンケート調査をみると，従来の

TEE　Workshopをもう少しとり入れてほしい意見

も強く，次回は多少再検討して開催される予定で
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す．欧米におけるこの領域の進歩に連れて，年々

参加者のレベルも上昇し，症例の深い検討が中心

課題となってきている．一方では，心臓麻酔だけ

に専従できない日本での現状，また研修医を含め

たTEEの経験が少ない先生もいるのをふまえな

がら，TEE　Workshopの内容を検討していきたい

と思います．2002年の麻酔学会（九州大学　高橋

教授）やイスラエルでの第8回国際心臓血管麻酔

学会，2003年の胸部外科学会とでは合同TEE

workshopも企画されており，2004年の第9回岡

際心臓血管麻酔学会（慶慮大学　武田教授）にむ

けてますますこの分野の発展が期待される．

　また，本大会で使用されたaudio　response　sys－

temは会場の聴衆に質問して，その答えを提示し

ながら進めていくもので，聴衆参加タイプの楽し

くしかもインパクトの強い講義内容になった．ま

だ，機器が高価なようであるがCo皿puter　presen－

tationとの組み合わせでその場で質問を作製する

ことも可能でその集計もでき，アンケート調査を

軸としていくこの学会ならではの企画であり，畔

先生の慧眼に敬意を表したいと思います．

　また，学会演題の応募方法としては，ホL一一・Lムペー

ジ（http：〃www．jscva．org）もしくはフロッピー（テ

キストファイル）または電子メールでの応募のみ

となった．学会誌もPDFによる電子化が進みま

さに電子学会のはじめとなる学会である．

　このように，いくつかの将来への提言を見越し

た学会で，どの会場も満員で立ち見が出るほどで

あり楽しい2日を過ごすことができました．会長

の畔　政和先生，事務局長の内田　整先生はじめ

国立循環器病センター麻酔科医員の皆さまの御苦

労に感謝します。

　最後に昨年12月7日，本学会の創設者であり理

事長である，東京女子医科大学名誉教授藤田昌雄

先生が突然の脳出血のため，1週間の闘病生活の

後逝去された．謹んでご冥福をお祈りいたします．

事務局としては，大学や一般病院の枠にとらわれ

ずに学会を組織し，真に心臓麻酔の発展を願い，

本学会をこよなく愛されていた先生のこ遣志をつ

らぬきたいという思いでいっぱいです．日本循環

制御医学会会員をはじめとする関係各位の皆様の

ご協力をお願いいたします．

　なお，来年は北海道大学大学院医学研究科高次

診断治療学専攻侵襲制御医学講座侵襲制御医学分

野教授劔物　修先生を会長とし，2001年10月5日

（金）～6日（土）会場かでる2・7（札幌市中

央区北2条西7丁目）にて，2002年には神戸市民

病院加藤浩子先生が会長で神戸において開催が決

定されている．
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